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(57)【要約】
　本発明は、プリント指向性スロット型アンテナに関す
る。本発明は、また、この型の幾つかのアンテナをネッ
トワーク化することによって形成されたアンテナ・シス
テムに関する。長手方向軸を有するプロファイルに従っ
てスロットがエッチングされたグラウンド面と、前記ス
ロットについての給電ライン（３）と、が設けられてい
る基体を備えたプリント指向性テーパ状スロット型のア
ンテナであって、特徴として、前記基体が、前記軸に平
行な軸（ｓｓ’）に従って折り畳まれ、互いに対して角
度Ａを形成する少なくとも第１のパート（１）及び第２
のパート（２）を備えている。



(2) JP 2014-507858 A 2014.3.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリント指向性テーパ状スロット型のアンテナであって、長手方向軸（ｏｙ）を有する
プロファイルに従ってスロットがエッチングされたグラウンド面と、前記スロットについ
ての給電ライン（３）と、が設けられている基体を備え、前記基体が、少なくとも、前記
長手方向軸に平行な軸（ｓｓ’）に従って折り畳まれ、互いに対して角度Ａを形成する、
第１のパート（１）及び第２のパート（２）を備えており、前記スロットのプロファイル
の第１のパート（６）は前記基体の前記第１のパートにエッチングされており、前記スロ
ットのプロファイルの第２のパート（８）は前記基体の前記第２のパート（２）にエッチ
ングされている、前記アンテナ。
【請求項２】
　前記角度Ａが９０°の角度である、請求項１に記載のアンテナ。
【請求項３】
　前記給電ラインが、前記スロットが設けられている前記基体の表面とは反対側の表面に
実現されたマイクロストリップ技術ラインである、請求項１に記載のアンテナ。
【請求項４】
　前記グラウンド面（５、７）が、前記基体の前記第１及び第２のパートの下側表面また
は外側表面に実現されている、請求項１から３の何れかの請求項に記載のアンテナ。
【請求項５】
　プリント指向性テーパ状スロット型アンテナのシステムであって、第１の基体（１０、
２０）とＮ個の第２の基体（１１ａ、１１ｂ；２１ａ、２１ｂ；２１ｃ、２１ｄ）とを備
え、前記Ｎ個の第２の基体が前記第１の基体に対して角度Ａを形成し、前記第１の基体と
前記Ｎ個の第２の基体とがＮ個のセクタを分界し、前記セクタのうちの少なくとも１つに
おいて、請求項１から４の何れかの請求項に記載の指向性アンテナが実現され、第１のパ
ートが前記第１の基体によって形成され、第２のパートが前記第２の基体のうちの１つに
よって形成される、前記システム。
【請求項６】
　１つの指向性アンテナが、同順位の、即ち、偶数番目または奇数番目の各々のセクタに
おいて、実現される、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　プリント指向性テーパ状スロット型アンテナのシステムであって、第１の基体（３０；
４０）、第３の基体（３２；４２）及びＮ個の第２の基体（３１ａから３１ｈ；４１ａか
ら４１ｆ）を備えており、前記Ｎ個の第２の基体が、前記第１の基体に対して角度Ａを形
成し、前記第３の基体に対して角度Ｂを形成し、前記第１の基体と前記第３の基体と前記
Ｎ個の第２の基体とがＮ個のセクタを分界し、偶数番目または奇数番目のセクタのうちの
少なくとも１つにおいて、請求項１から４の何れかの請求項に記載の指向性アンテナが実
現され、第１のパートが前記第１の基体によって形成され、第２のパートが前記第２の基
体のうちの１つによって形成され、そして、奇数番目または偶数番目のセクタのうちの少
なくとも１つにおいて、請求項１から４の何れかの請求項に記載の指向性アンテナが実現
され、第１のパートが前記第３の基体によって形成され、第２のパートがその他の前記第
２の基体のうちの１つによって形成される、前記システム。
【請求項８】
　前記角度Ａと前記角度Ｂとが９０°である、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　プリント指向性テーパ状スロット型アンテナのシステムであって、多角形の形状を有す
る第１の基体（５０）と、多角形の形状を有する第３の基体（５２）と、Ｎ個の第２の基
体（５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄ）とを備えており、前記Ｎが前記多角形の辺数に対
応しており、前記Ｎ個の第２の基体が前記第１の基体と前記第３の基体とを接続しており
、前記第１の基体または前記第３の基体と前記第２の基体のうちの１つとの間の少なくと
も１つの接続部分において、請求項１から４の何れかの請求項に記載の指向性アンテナが
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実現される、前記システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリント指向性スロット型アンテナ、特に、ビバルディ型（Vivaldi-type）
アンテナに関する。また、本発明は、上記のプリント・スロット型アンテナをネットワー
ク化することによって、直交二偏波を保持することも可能な小型マルチビーム・アンテナ
・システムを実現できる種々のシステムにも関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システム、特に、無線通信システムが益々発展するに従って、より複雑で、より効
果的な装置の実現が必要である一方、製造コストを可能な限り低くし、且つ、サイズを最
小限にすることが求められている。これらの制約に適合するために、ＭＩＭＯ（multiple
　input　multiple　output）技術が、益々、利用されて来ている。この技術は、特に干
渉が著しい影響を及ぼす環境において、ビットレートと頑強性（耐性）の両面で、送信性
能を向上するために、マルチアンテナの概念を実施する。これらのＭＩＭＯ型マルチアン
テナ送信装置は、指向性アンテナのソリューションをもたらしている。指向性の利点は多
数ある。実際、これらによって、干渉が低減され、無線リンクの範囲が改善され、ＲＦ電
力が低減され、即ち、電力消費に関連する複雑性とコストが低減される。更に、指向性ア
ンテナによって、電磁放射に対する平均被曝の低減が可能になる。
【０００３】
　更に、指向性アンテナの使用は、受信機チャンネルの干渉上りストリームを拒絶するこ
とによって、ＭＩＭＯシステムにおいて、無線周波数チャンネルの非直線性、ノイズ、及
び、変遷パターンの管理に関連する複雑性を低減する。また、指向性アンテナに基づくソ
リューションは、デジタル信号の処理、特に、非指向性アンテナを用いたＭＩＭＯソリュ
ーションの場合において干渉信号を消去することに関連する補足的な処理を簡素化するこ
とを可能にする。しかしながら、指向性アンテナは一般的にかさばり、数個の指向性アン
テナをネットワーク化すると、この問題が著しく増大する。
【０００４】
　プリント指向性アンテナのうち、例えばビバルディ型アンテナのようなテーパ状スロッ
ト型アンテナは、周知である。この型のアンテナは、指向性の値の観点で柔軟性が高いと
いう利点が有る。実際、この値は、プロファイルの長さと開口部の幅とによって確定され
る。更に、これらのアンテナは、放射パターンの形状に関しても、柔軟性が高く、Ｅ平面
とＨ平面における開口度は、プロファイルの形状と幅、及び、開口の開口度を利用するこ
とによって、調節できる。更に、これらのアンテナは固有の線形偏波を有し、この偏波の
方向は、当該アンテナがエッチングされた基板の平面によって、与えられる。かくして、
別の幾つかの特許出願において、Ｎ個のビバルディ型アンテナのネットワーク化を用いて
、指向性マルチビーム・アンテナ・システムを得ることが提案されている。
【０００５】
　出願人がトムソン・ライセンシングである国際特許出願のＷＯ２００８／０６５３１１
号には、垂直方向に配置され、且つ、３６０°の角度で互いに離間された各基板上に実現
された数個のビバルディ・アンテナをネットワーク化することによって構成されたマルチ
セクタ・アンテナが提案されている。これらのアンテナは、上記基板を支持する水平な平
面内に配置できる励起システムに対応付けられている。この構造は、アンテナ・システム
の最終的な直径を、その高さを犠牲にして、低減することを可能にし、また、アンテナ・
システムの形状要素について、付加的な度合いの柔軟性を提供する。
【０００６】
　また、トムソン・ライセンシングの名前で出願されたフランス特許出願第０９５８６９
２号には、上記出願に記載されたような２つの構造を組み合わせて、直交二偏波アンテナ
・システムを実現することが提案されている。このアンテナ・ソリューションを、例えば
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ＭＩＭＯシステムのオーダーに対応する所定数のビームの選択を可能にするビーム切り替
えマトリクスと組み合わせることによって、ＭＩＭＯシステムの基盤として、直交二偏波
指向性アンテナに使用できる。
【０００７】
　しかしながら、この空間最適化にも拘わらず、上述のアンテナ・システムのかさばりは
、依然として、比較的顕著のままである。従って、本発明は、上述のシステムのかさばり
と体積とを、約２分の１に、低減しようとするものである。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明の目的は、プリント指向性テーパ状スロット型のアンテナであって、長手方向軸
を有するプロファイルに従ってスロットがエッチングされたグラウンド面と、前記スロッ
トについての給電ラインと、が設けられている基体を備えており、特徴として、前記基体
が、前記軸に平行な軸に従って折り畳まれ、互いに対して角度Ａを形成する少なくとも第
１のパート及び第２のパートを備えており、更に、前記スロットのプロファイルの第１の
パートが前記基体の第１のパートにエッチングされており、前記スロットのプロファイル
の第２のパートが前記基体の前記第２のパートにエッチングされている、アンテナである
。
【０００９】
　上記角度は９０°の角度、即ち、上記２つの基体パートは互いに垂直であることが望ま
しい。
【００１０】
　本発明の別の特徴に従えば、前記グラウンド面は、前記基体の前記第１及び第２のパー
トの下側表面または外側表面に実現されている。
【００１１】
　本発明は、また、プリント指向性テーパ状スロット型アンテナのシステムであって、第
１の基体とＮ個の第２の基体とを備えており、前記Ｎ個の第２の基体が前記第１の基体に
対して角度Ａを形成し、前記第１の基体と前記Ｎ個の第２の基体とがＮ個のセクタを分界
し、特徴として、前記セクタのうちの少なくとも１つにおいて、上述の如き指向性アンテ
ナが実現され、第１のパートが前記第１の基体によって形成され、第２のパートが前記第
２の基体のうちの１つによって形成される、システムに関する。
【００１２】
　本発明は、また、プリント指向性テーパ状スロット型アンテナのシステムであって、第
１の基体、第３の基体及びＮ個の第２の基体を備えており、前記Ｎ個の第２の基体が、前
記第１の基体に対して角度Ａを形成し、前記第３の基体に対して角度Ｂを形成し、前記第
１の基体と前記第３の基体と前記Ｎ個の第２の基体とがＮ個のセクタを分界し、特徴とし
て、偶数番目または奇数番目のセクタのうちの少なくとも１つにおいて、上述の如き指向
性アンテナが実現され、第１のパートが前記第１の基体によって形成され、第２のパート
が前記第２の基体のうちの１つによって形成され、また、奇数番目または偶数番目のセク
タのうちの少なくとも１つにおいて、上述の如き指向性アンテナが実現され、第１のパー
トが前記第３の基体によって形成され、第２のパートが前記第２の基体のうちの１つによ
って形成される、システムに関する。
【００１３】
　望ましい実施形態に従えば、前記角度Ａと前記角度Ｂとが９０°であり、その結果、前
記第１及び第３の基体が前記Ｎ個の第２の基体に対して垂直である。
【００１４】
　別の実施形態に従えば、本発明は、プリント指向性テーパ状スロット型アンテナのシス
テムであって、多角形の形状を有する第１の基体と、多角形の形状を有する第３の基体と
、Ｎ個の第２の基体とを備えており、前記Ｎが前記多角形の辺数に対応しており、前記Ｎ
個の第２の基体が前記第１の基体と前記第３の基体とを接続しており、特徴として、前記
第１の基体または前記第３の基体と前記第２の基体のうちの１つとの間の少なくとも１つ
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の接続部分において、上述の如き指向性アンテナが実現される、システムに関する。
【００１５】
　本発明のその他の特徴と利点は、以下、添付図面を参照しつつ行う種々の実施形態の詳
細な説明によって、明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明に従うプリント・アンテナの透視図である。
【図２】図２は、本発明の原理に従うアンテナについて、垂直方向のプロファイルに対す
る水平方向のプロファイルの位置に従って、電界の偏波を与える断面を示す図である。
【図３】図３は、本発明の原理に従ってネットワーク化された図１のアンテナのような２
つのアンテナを有するシステムを示す透視図である。
【図４】図４ａ及び図４ｂは、それぞれ、本発明に従ってネットワーク化された、図１に
示されたアンテナのような４つのアンテナを有するシステムの透視図と上部平面図である
。
【図５】図５ａ及び図５ｂは、本発明に従ってネットワーク化された、図１に示されたア
ンテナのような８つのアンテナを有するシステムの２つの透視図であって、図５ａは下側
水平方向面上に折り畳まれたアンテナの図であり、図５ｂは上側水平方向面上に折り畳ま
れたアンテナの図である。
【図６】図６は、本発明に従う６つのアンテナを有するシステムの透視図である。
【図７】図７は、図６のアンテナ・システムの上面図である。
【図８】図８は、図６及び図７に示されたシステムの周波数の関数としての適合度と絶縁
度とを表示する曲線を示す図である。
【図９】図９は、それぞれ、図６及び図７の実施形態について、第１の基体上に、あるい
は、第３の基体上に実現されたアンテナの利得と指向性とを、周波数の関数として、示す
図である。
【図１０】図１０は、それぞれ、図６及び図７の実施形態について、第１の基体上に、あ
るいは、第３の基体上に実現されたアンテナの利得と指向性とを、周波数の関数として、
示す図である。
【図１１】図１１は、図６及び図７の実施形態について、上側平面と下側平面とについて
の放射パターンを示す図である。
【図１２】図１２は、４つのセクタに従って配置された８つのアンテナを有するシステム
の実施形態を示す図である。
【図１３】図１３は、図１のアンテナの実用的な実施形態を概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　説明を簡素化するために、同一要素には、同一実施形態に関する図と同一の参照符号を
付している。
【００１８】
　図１を参照すると、先ず、本発明に従うプリント指向性テーパ状スロット型アンテナの
特定の実施形態が示されている。この実施形態において示されているスロット・アンテナ
は、ビバルディ型アンテナである。しかしながら、本発明が他のタイプのテーパ状スロッ
ト・アンテナに適用できることは、当業者に明らかである。
【００１９】
　図１に示されているように、本発明に従うアンテナは、図示の実施形態において互いに
垂直に配置された第１の基体パート１と第２の基体パート２とから構成される基体を形成
する要素を備えている。より一般的には、２つの基体パート１及び２は、軸ＯＹに沿って
折り畳まれ、両者間で９０°と異なる角度Ａを形成できる。一般に、この２つの基体パー
トは、互いに独立した基体によって形成でき、本明細書においては、基体パートと基体と
は、同じ意味を有する。
【００２０】
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　図１に示されているように、基体の第１のパート１の上側表面には、マイクロストリッ
プ励起ライン３がプリントされており、このマイクロストリップ励起ライン３は、スロッ
ト・アンテナが特にクノル原理（Knorr　principle）に従って電磁結合によって給電され
ることを可能にする適合ライン　４ａの第１のパートによって、延長されている。基体の
第１のパート１の下側表面には、グラウンド平面５が形成されており、このグラウンド平
面５には、スロット・アンテナのプロファイルのパート６がエッチングされている。更に
、第２の基体パート２の後部表面には、グラウンド平面７において、アンテナのプロファ
イルの第２のパート８がエッチングされており、この第２のパート８は、短絡１０におい
て終端するスロット９によって、延長されている。この第２の基体パート２の前部表面に
は、適合ラインの第２のパート４ｂがプリントされており、この第２のパート４ｂは、そ
の短絡端からλf/4の長さでスロット９をカッティングしており、例えば、λm/4の長さの
開路において終端している（λfとλmは、それぞれ、当該スロットとマイクロストリップ
・ラインの動作周波数における導波長である）。この実施形態では、上述の如く、ビバル
ディ型スロットは、周知のクノル原理に従って、電磁結合によって給電される。装置の正
しい動作を保証するために、第１の基体パート１の後部表面５と第２の基体パート２の後
部表面７とは、電気的に接続されている。更に、図１に示されているように、第１の基体
パート１と第２の基体パート２との間の折り畳みラインＯＹは、ビバルディ・アンテナの
スロット９の軸ｓｓ’に沿ってではなく、この軸に平行に、且つ、この軸に近接して実現
される。
【００２１】
　当業者に周知であるが、平板状スロット型アンテナ、特にビバルディ・アンテナは、当
然、線形偏波を有しており、その偏波の方向はアンテナ面によって与えられる。従って、
最も多くの場合に、図１に示されているように、互いに直交する２つの平面に沿ってアン
テナを折り畳むこの新しい概念に従えば、アンテナの開口部の両端を接続し、且つ、長手
方向の対称の軸であるＹ軸と同一直線上に在る平面にほぼ沿って約４５°の傾斜偏波が得
られる。従って、図２に示されているように、アンテナの水平方向のプロファイルが、第
２の基体パート２の一方の側部７と他方の側部７’の何れに実現されるかに従って、２つ
の互いに直交する平面に沿って約±４５°の傾斜線形偏波が得られる。これは、図２にお
いて、垂直方向の平面の左側のプロファイルについての偏波
【数１】

と、垂直方向の平面の右側のプロファイルについての偏波
【数２】

と、によって示されている。
【００２２】
　以下、図３、４及び５を参照して、図１に示されているような指向性プリント・ビバル
ディ型アンテナの使用に基づいたマルチセクタ・アンテナ・システムの幾つかの実施形態
を説明する。
【００２３】
　図３には、２つの折り畳みビバルディ型アンテナによって構成されたシステムが示され
ている。更に具体的には、このシステムは、第１の水平方向の基体１０と、共通軸ＯＺに
沿って相互接続され、相互間で４５°の角度Ｃを形成する２つの第２の垂直方向の基体１
１ａ及び１１ｂと、を備えている。基体１１ａ及び１１ｂの外側表面には、図１に示され
ているようなビバルディ型アンテナの第１のパートがエッチングされているグラウンド面
１２ａ及び１２ｂが設けられている。ビバルディ型アンテナの第２のパートが、第１の水
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平方向の基体１０の上側表面上のセクタ１０ａに設けられているグラウンド面にエッチン
グされている。更に、給電ライン１４ａ及び１４ｂが、２つの第２の基体１１ａ及び１１
ｂの内側表面に設けられており、第１の基体１０の上側表面に延長されている。図２を参
照して説明したように、この場合、各アンテナは、相異なる方向の偏波を利用できる。一
方のアンテナは、垂直方向の基体１１ａに関して右側に水平方向のプロファイルを有し、
他方のアンテナは、垂直方向の基体１１ｂに関して左側に水平方向のプロファイルを有し
ている。その結果、偏波の直交性が得られ、アンテナの相関除去が改善され得る。
【００２４】
　次に、図４を参照して、図１に示されているような４つのビバルディ型アンテナを備え
たシステムの別の実施形態を説明する。この場合、当該システムは、第１の水平方向の基
体２０を備えており、共通軸ＯＺに沿って相互接続された４つの第２の基体２１ａ、２１
ｂ、２１ｃ及び２１ｄが、該第１の水平方向の基体２０に対して垂直に固定されている。
これらの４つの第２の基体は、第１の基体上の４つのセクタ２０ａ、２０ｂ、２０ｃ及び
２０ｄを分界している。図４に示されているように、図１の実施形態におけるような折り
畳みビバルディ型アンテナが、各々の第２の基体（２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ）と
水平方向の基体（２０）とに、図３に示された態様で、実現されている。更に具体的には
、アンテナは、図４ｂに示されているように、アンテナの一部が第１の基体のセクタに２
０ａ及び２０ｃに於おいてエッチングされるような態様で、ペアとして関連付けられてい
る。第２のアンテナ・パートが、これらのセクタの外側の第２の基体の表面にエッチング
されており、即ち、第２の基体２１ａ、２１ｂ、２１ｃ及び２１ｄに設けられたメタライ
ゼーション２２ａ、２２ｂ、２２ｃ及び２２ｄにエッチングされている。給電ライン２３
ａ及び２３ｂと、セクタ２０ｃについてのライン（図示せず）とが、当該第２の基体のセ
クタの内側の表面に設けられている。
【００２５】
　次に、図５ａ及び５ｂを参照して、アンテナ相互間の絶縁を向上できる、本発明に従う
アンテナ・システムの別の実施形態を説明する。この場合、これらの図に示されているよ
うに、第１の基体に平行な第３の基体が使用される。更に具体的には、図５ａ及び５ｂに
おいて、８つのアンテナを有するアンテナ・システムが示されており、軸ＯＺに沿って相
互接続された８つの第２の基体３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄ、３１ｅ、３１ｆ、３１
ｇ及び３１ｈが垂直に配置された水平方向の第１の基体３０と、これに平行な水平方向の
第３の基体３２と、を備えている。このセットによって、８つの参照セクタａ、ｂ、ｃ、
ｄ、ｅ、ｆ、ｇ及びｈが画定される。当業者に明らかなように、基体３０及び３２は、互
いに平行でなくても、設けることが出来、Ｎ個の第２の基体は、第１の基体３０に対して
角度Ａを成し、第３の基体３２に対して角度Ｂを成す。図５ａ及び５ｂにおいて明らかな
ように、この実施形態では、図１に示されているようなプリント指向性ビバルディ型アン
テナが使用されている。アンテナは、それぞれ、例えば、第１の基体と偶数番目のセクタ
についての第２の基体の１つとの間、及び、第３の基体と奇数番目のセクタについての第
２の基体の１つとの間に、あるいは、その逆で、実現される。従って、図５ｂにおける第
２の基体３１ａ及び３１ｂによって分界されたセクタａを更に詳しく考察してみると、プ
リント指向性アンテナは、第３の基体３２のグラウンド面３３と第２の基体３１ａのグラ
ウンド面３４とにおいて実現されており、給電ライン３５によって給電される一方、図５
ａに示されているように、第２の基体３１ａ及び３１ｈによって分界されたセクタｈにつ
いては、プリント指向性アンテナは、基体３０のグラウンド面３７と第２の基体３１ｈの
グラウンド面３６とにエッチングされており、ライン３８によって給電される。従って、
本発明によって、上述した従来技術のシステム、特に上述した特許に比べて、高さが著し
くコンパクトなマルチビームのアンテナ・システムが得られる。更に、アンテナ・プロフ
ァイルは、アンテナの偏波の直交性が維持され、アンテナの励起が図に示されているよう
な垂直方向の基体の同一側部から行なわれるように、構成される。
【００２６】
　次に、図６から図１１を参照して、本発明に従う、６つのアンテナを有するシステムの
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別の実施形態を説明する。このシステムは、ＡＮＳＹＳ／ＨＦＳＳ有限要素法による３Ｄ
電磁ソルバ（3D　electromagnetic　solver）を用いてシミュレートするために、実現さ
れた。
【００２７】
　図６に示されているように、６つのアンテナを有するシステムが、第１の基体４０と、
６つの第２の基体４１ａ、４１ｂ、４１ｃ、４１ｄ、４１ｅ及び４１ｆと、第３の基体４
２とを備えており、基体４０及び４２は互いに平行であり、６つの第２の基体は、軸ＯＺ
に沿って相互接続されており、第１と第３の基体の両方に対して垂直になっている。
【００２８】
　図６と図７に明示されているように、６つのアンテナが、水平方向の平面４０及び４２
と、軸ＯＺの周りの垂直方向の平面とに交互に配置されており、第２の基体によって形成
された２つの垂直方向の平面の相互間の角度ステップは６０°である。更に具体的には、
本発明に従うビバルディ・アンテナは、それゆえ、各々の偶数番目のセクタにおいて、第
１の基体４０を用いて実現され、各々の奇数番目のセクタについては、第２の基体４２を
用いて実現される。従って、第１のアンテナは、第１の基体４０のグラウンド面４３.１
と第２の基体４１ａのグラウンド面４４.１とにエッチングされており、給電ライン４５.
１によって給電される。更に、第２のアンテナは、第３の基体４２上のグラウンド面４３
.２と第２の基体４１ｂ上のグラウンド面４４.２とをエッチングすることによって実現さ
れ、次いで、交互に、第１の基体４０のグラウンド面４３.３と第２の基体４１ｃ上のグ
ラウンド面４４.３とについて、第３の基体４２のグラウンド面４３.４と第２の基体４１
ｄ上のグラウンド面４４.４とについて、第１の基体４０のグラウンド面４３.５と第２の
基体４１ｅ上のグラウンド面４４.５とについて、及び、第３の基体４２のグラウンド面
４３.６と第２の基体４１ｆ上のグラウンド面４４.６とについてエッチングが行われる。
この場合、この１組のアンテナは、図７における給電ライン４５.３、４５.４、４５.５
及び４５.６によって、図示の如く、別々に、給電される。
【００２９】
　図６及び図７を参照して説明した該システムは、厚さ１ミリメートルのＦＲ４として知
られている材料を、相異なる基体４０、基体４１ａから４１ｆ、及び、基体４２について
、使用することによって、シミュレートされた。基体４０及び４２は直径８８ミリメート
ルの円形の基体であり、６つの第２の基体４１ａから４１ｆは、高さ２２ミリメートル、
幅３３ミリメートルの矩形の形状を有している。
【００３０】
　図８から図１１には、電磁気のシミュレーションの試験結果が示されている。図８には
、適合度と絶縁度の曲線が示されている。８０２.１１ａ ＷｉＦｉ帯域、即ち、５.１５
ＧＨｚから５.８５ＧＨｚの帯域において、１５ｄＢよりも高い適合度が観察された。ま
た、２つの隣接するアンテナ相互間で、２０ｄＢよりも高い絶縁度が観察された。図９及
び図１０には、それぞれ、第１の基体４０（図９）と第３の基体４２（図１０）について
、実現されたアンテナの利得と指向性とが示されている。曲線は、アンテナのタイプが何
であろうとも、５ｄＢｉよりも高い指向性と、４ｄＢｉよりも高い利得と、を示している
。図１１には、第１の基体で実現されたアンテナの放射パターンと、第３の基体で実現さ
れたアンテナの放射パターンとがそれぞれ示されており、フィールド（電界）最大値が、
第１の基体４０から、あるいは、第３の基体４２から形成されたアンテナの２つの平面に
対して４５°に配置された２つの傾斜平面で、観察される。
【００３１】
　次に、図１２を参照して、本発明に従うアンテナ・システムの別の実施形態を説明する
。
【００３２】
　この場合、第１の基体５０と、これに平行な第３の基体５２とが、共に矩形体によって
構成されており、第２の基体５１ａ、５１ｂ、５１ｃ及び５１ｄが矩形の平行六面体の表
面を形成している。図１２に示されているように、８つのアンテナを実現するために、こ
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ンテナが、１つの第２の基体の表面５１ａ上に設けられたグラウンド面５３と、第１の基
体５０上に設けられたグラウンド平面５４とをエッチングすることによって、実現される
一方、第２のアンテナが、第２の基体５１ａの上側パート上に設けられたグラウンド面５
３.２と第３の基体５２上に設けられたグラウンド平面５４.２とをエッチングすることに
よって、実現される。このタイプの１組の２つのアンテナが、図１２に示されているよう
に、第２の基体５１ｂ、５１ｃ及び５１ｄの各々に実現され、従って、４つのセクタと８
つのプリント指向性ビバルディ型アンテナとを有し、所与のセクタにおけるそれぞれの１
対のアンテナが互いに直交する偏波を有するアンテナ・システムが提供される。
【００３３】
　次に、図１３を参照して、図１に示されているようなプリント指向性テーパ状スロット
型アンテナの実用的な実施形態を簡潔に説明する。この場合、第１の基体パート、即ち、
第１の基体６０が、軸ｘｘ’に沿って１つの折り目を形成する所定数の金属被覆ホール６
２を備えている。この基体パート６０には、ビバルディ型アンテナ・パートのプロファイ
ル６３が実現されたメタライゼーション６２が、周知の態様で、設けられている。パート
６０の上側表面上に、図１を参照して説明したような給電ライン６４が金属被覆されてい
る。図１３に示されているように、第２の基体パート、即ち、第２の基体６５には、所定
数の金属被覆ピン６６が設けられており、該ピン６６の数と形状は、ホール６１の数と形
状に対応している。更に、この第２のパート６５には、メタライゼーション６７において
エッチングされたビバルディ型アンテナのプロファイルの他方のパートが実現されている
。パート６５の他方の表面には、図１を参照して説明したように、給電ライン６４の延長
部が設けられている。この場合、折り畳みアンテナ構造が、ピン６６を備えたパート６５
をパート６０の金属被覆ホール６１に挿入することによって、容易に得られる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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